
 学術および科学技術に関する「事業仕分け」によって現在進行中の科学技術政策決定手順に

ついて深く憂慮するノーベル賞受賞者、フィールズ賞受賞者をはじめとするわれわれ研究者が急

きょ集い、討論した結果、以下のような声明を発表することに決した。 

 

 

声 明 

 

 資源のない我が国が未来を持つためには、「科学技術創造立国」と「知的存在

感ある国」こそが目指すべき目標でなければならない。この目標を実現するた

めに、苦しい財政事情の中でも、学術と科学技術に対して、科学研究費補助金

を始め、それなりの配慮がなされてきた。このことを私たちは、研究者に対す

る国民の信頼と負託として受け止め、それに応えるべく日夜研究に打ち込んで

いる。  

学術と科学技術は、知的創造活動であり、その創造の源泉は人にある。優秀

な人材を絶え間なく研究の世界に吸引し、育てながら、着実に「知」を蓄積し

続けることが、「科学技術創造立国」にとって不可欠なのである。この積み上げ

の継続が一旦中断されると、人材が枯渇し、次なる発展を担うべき者がいない

という《取り返しのつかない》事態に陥る。 

現在進行中の科学技術および学術に関する「事業仕分け」と称される作業は、

対象諸事業の評価において大いに問題があるばかりではなく、若者を我が国の

学術・科学技術の世界から遠ざけ、あるいは海外流出を惹き起こすという深刻

な結果をもたらすものであり、「科学技術創造立国｣とは逆の方向を向いたもの

である。 

 学術と科学技術に対する予算の編成にあたっては、このような「事業仕分け」

の結論をそのまま反映させるのではなく、学術と科学技術の専門家の意見を取

り入れ、将来に禍根を残すことのないよう、大学や研究機関運営の基盤的経費

や研究開発費等に関する一層の配慮を強く望むものである。 
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